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■司会 ＳＡＡ        見目 良一 君 

■点鐘  会 長         宇賀神裕一 君 

■ロータリーソング                四つのテスト 

■会長挨拶    会長  宇賀神 裕一 君 

皆様。こんにちは。

本日の卓話は、青木 圭太

会員による職業奉仕委員会の

『職業出前講座』の、概要報

告の内部卓話です。どうぞ宜

しくお願い致します。 

さて、My ROTARYの中に「ロータリーって何ですか？」

こう尋ねられたら、あなたはどう答えますか、との資料があり

ましたので紹介させて頂きます。こう尋ねられた時に、この

質問に、わかり易く、シンプルに答えるためのヒントとなるの

が、ロータリーの３つのエッセンス（リーダーのネットワーク、

アイディアを広げる、行動する）だそうです。質問へのシン

プルな答えを出すことは、「ロータリー活性化」の取り組みの

大切な一部です。ロータリーのエッセンスを効果的に伝え

ることで、ロータリーへの理解が深まり、参加したいという気

持ちも高まるでしょうと。よく知られている団体や企業は常

に、シンプルなコンセプトを土台として魅力あるメッセージ

やストーリーを発信しています。ロータリーのストーリーを力 

強く伝えるための土台となるのが３つのエッセンスです。 

「リーダーのネットワーク」

メッセージの例 

・ ロータリークラブでは、地域社会のリーダーが集まり、

地元地域が抱える問題やニーズに取り組んでいます。 

「アイディアを広げる」 

メッセージの例 

・ ロータリーでは、クラブのミーティング、大会、ボランテ

ィア活動、親睦イベントなど大勢の仲間との交流を通

じて、様々な考え方を学び、それぞれが自分の知識

や経験を生かして、ボランティア活動や支援活動を行

っています。 

「行動する」 

メッセージの例 

・ ロータリーでは、各クラブが主体性をもって奉仕活動に

取り組み、世界中の地域社会に少しずつ喧嘩をもたら

しています。 

・ 地元でのボランティア活動から、発展途上国での支援

活動まで、ロータリークラブは、世界中の地域社会に

持続可能な変化をもたらすために活動しています。 

ロータリーの価値観 

・ 生涯にわたる友情をはぐくむ 

・ 約束を守り抜く 
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・ 多様な考え方を取り入れる 

・ リーダーシップと職業の専門知識を生かして地域の課

題に取り組む 

中々難しいものです。 

以上、会長挨拶とさせて頂きます。 

■第４０回米山功労表彰 個人表彰 

■第六回米山功労者         篠原 泉 君 

本日、このような第六回米山功

労者を受賞できまして、これはロ

ータリーの皆さんの友情が作って

くれたものと、深く感謝を申し上げ

ます。いつまでもロータリーにいて

はとも思いますが、一つ皆さんのお引き回しを今まで以上

に、よろしくお願い申し上げます。 

■委員会報告       親睦委員会  大越 正和 君 

 第４グループのゴルフのご案内

です。３月１０日鬼怒公園ゴルフ

場にて行います。９時２０分スター

トでございます。 

当クラブが２年後に６０周年を迎

えます。ガバナー補佐を輩出することになります。これにあ

たり２０名５組位のご協力をお願いしたいと思いますので、

宜しくお願い致します。また、詳しい内容は後日連絡致しま

す。 

■スマイルボックス報告 岡本 佳男 君

宇賀神 裕一君  寒い日が続きます。皆様、ご自愛くださ

い。青木君、 本日は宜しくお願いしま

す。 

市村 忠男 君   『職業出前講座』の概要報告をさせて

頂きます。職業奉仕事業として実施する

ことになります。ご協力お願いします。 

            日毎、寒さが厳しくなっております。体

調にご留意下さい。 

金子 正男 君  青木君、卓話よろしくお願い致します。 

岡本 俊夫 君  青木君、本日はご苦労さまです。JC 専

務理事、頑張って下さい。子作りはしばら

く中止ですね。 

久保 康夫 君  青木君、卓話お疲れ様です。うちの機

械も良い物を早く作って下さい。お願いし

ます。 

齊藤 敏彦 君   青木君、卓話御苦労様です。勉強しま

す。青木製作所の加工機は順調に動い

ています。５年たちますが、故障 0 です。 

見目 良一 君   青木圭太会員、卓話御苦労様です。

頑張って下さい。 

平石 典嗣 君   一番寒い季節となりました。皆様、お

体大切にお過し下さい。 

■１月 26 日までのスマイルボックス

■職業奉仕委員会        三澤 幸光 君 

奉仕プロジェクトの三澤です。いよいよ真岡ロータリーの

まさに職業奉仕と言いますか、我々の仕事を通して学校等

の生徒達へ話をすることによって、子供たちの夢、やる気と

いったもの、また社会性として視野を広げることにお役に立

つような機会を作ろうとしています。それについて今日は、

既にこういった講座を経験している青木会員の方から、そ

の経験を通して皆さんにお話を頂けると思っております。い

よいよ我々の職業奉仕が実践の中に入りつつありますので、

皆さんにも講演の依頼等お願いすることもございますので、

その時はぜひご協力のほどよろしくお願いいたします。

■卓話                  青木 圭太 君 

皆さま、こんにちは。『職業出前講座』の概要報告という

ことで、私は４回に亘る職業奉仕委員会に参加させて頂い

て、いろいろ勉強させてもらいながら一緒に決めさせて頂

きましたので、その報告と、真岡青年会議所で６年前から

おめで

とう！

本日もたくさんの

スマイルありがと

うございました！

前回までのスマイル繰越金 1,509,000

会員 18,000

ビジター 0

本日のスマイル合計 18,000

スマイル今期累計 1,527,000

前回までの米山繰越金 29,263

米山 0

米山今期累計 29,263

合計金額 1,556,263
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やっている一部の例を参考に報告させて頂きます。ロータ

リーらしい『職業出前講座』をどのように作っていけるのか、

今後皆さんで考える機会に致しますので、御清聴よろしく

お願いします。 

まず職業出前講座の事業要項ということで、事業実施に

至る背景を委員会で検討させて頂いたので読みます。将

来に具体的な夢を持てない子供達が増えている昨今、次

代を担う子供達に対し地域の様々な仕事を知ってもらい、

興味を持ってもらうことが重要であると考えます。そこで職

業奉仕として４つのテストに照し合せながら、我々の仕事を

通した地域の教育を行うすべを、模索して参りたいというこ

とを背景に上げさせて頂きました。 

次に事業の対外対象者ですが、来月の末に亀山小学

校から依頼が来ているのですが、これは別途対応いたしま

すが、メインの対象者は、真岡市内の中学２年生です。中

学２年生に限定したのは、ちょうど様々な職業体験を学校

で行う時期ですし、その前に意識付けとして我々が講演を

して、こういう職業もあるんだとか、働くというのはこういうこと

なんだと知っていただく機会を設けたいと思いまして、真岡

市内の中学２年生とさせて頂きました。対内対象者は、委

員会でやるのではなくロータリーメンバー皆さんです。選ば

れた方も委員会メンバーでないからと言うのではなく、全員

が職業奉仕という形でやって行きたいと思いますので、対

象者をメンバー全員とさせて頂きました。 

次に目的を立てさせて頂きました。対内的な目的は、職

業奉仕という言葉の意味の理解と共に、行動として定着さ

せるということで、ロータリーの友１月号の職業奉仕につい

て読んで、そこにあった言葉の意味を含めながら行動とし

てどう定着させるのか、を目的とすれば見えてくるものもあ

るのではないかということで決めました。対外的な目的とし

ては、「中学生等を対象に労働することの意義を考える機

会を提供し、多様な職業があることを紹介し、将来１人１人

が各自に合った職業を選択できるよう、支援すること」を目

的とさせて頂きました。どうしても中学校の職業体験という

のは安全な限られた職場にしか行けないカリキュラムにな

っています。しかし、実際の働く場所という物を中学生に知

ってもらい、職業ごとに働く意義や意味を伝えながら、その

子の能力に合った興味を持つようなプレゼンを提供して行

けたらと思いまして、対外的な目的とさせて頂きました。ここ

までが、委員会内での話でした。これが今後真岡ロータリ

ーとしてやって行く職業出前講座としての全容になります。 

ここから、真岡青年会議所で、昨年入会した平石君とい

う若い子が作った、マイチャレンジのお仕事出前事業をパ

ワーポイントで説明致します。こちらは真岡西中学校で昨

年５月１７日に行われたお仕事出前事業で、２クラスを集め

て生徒の前で説明したものです。まず自己紹介と今日の

話は４段構成でできていることを説明し、２番目に仕事って

何故するのというテーマで投げかけを行っています。そして

仕事で大切な事をまとめて、最後にみんなに伝えたい事と

いう構成になっています。 

まず、自己紹介の中で真岡青年会議所の活動内容を

紹介しています。真岡ロータリークラブでも、活動内容を紹

介すればロータリーの紹介にもなり、宣伝にもなり良いかな

と思います。こちら３つまでが真岡青年会議所の紹介です。

そしてここが自己紹介として、ここでは家族写真まで出して

自分のことを話す形で、後に何故働くのという部分に話が

繋がっていくのですが、平石君は平石工業という水道工事

の会社で働いています。「水道管や下水道の工事をやって

いる建設会社です。」という説明をしています。「浄化槽を

知っていますか。」と難しい言葉を使った時は質問形式で

生徒に質問しながら、プレゼンの方は１時間の授業枠で行

います。そして、「それを維持管理するメンテナンスの仕事

ですよ。」と説明しました。仕事と直接関係ないのですが、

仕事に興味を持ってもらうために水の大切さを通して、水

道の会社であるとわかり易く説明をしています。その中で、

地球上の全ての水を東京ドームに例え、「これだけの中で

人が利用しやすい水はたったこれだけしかないんだよ。そ

れを守るのが私の仕事です。」と説明しています。ここは中

学生にわかり易いように、どうやったら水道をひねるだけで

水が出るのか、排水の流れであったり放流だったりなど図

にして説明します。実際、こういった自分の仕事が無くなる

と汚染が起きてしまう、と説明をしています。 

続いて、どういう風に仕事をするのか深く話しますと、水

道管工事は覆われて見えなかったりしますが、中学生に見

せ、「ショベルカーで穴を掘って管を並べていきます。この

管は鉄で出来ていて重いのでクレーンを使って並べます。

そして家の近くまで来たパイプから蛇口まで繋ぐのが私の

仕事です。」と説明をします。次に、浄化槽の必要性を説

明をし、「こんな風に浄化槽を使ってみんなの家が水を使

えるんだよ。だから私は誇りを持って仕事をしているんだ。」

という話をしています。ここまでが仕事の説明になります。 

次に仕事って何故するのかという部分で、この辺から必

ず生徒と向き合って質問形式にしています。「大人になっ
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たら全員仕事をすると思います。その中からどんな仕事を

したいのか隣の人と話し合って下さい。」と話すと、何人か

の生徒からお金を稼ぎたいからという答えもありました。まず

何の為にと考えさせながらこういうヒヤリングをしました。平

石君はまだ若いので「家族を養うにはお金が必要です。当

たり前の生活が幸せです。お金の為に仕事をする訳では

なく、家族の為にお金を稼いでいるんです。」と答えていま

した。ではなぜ仕事をするとお金がもらえるのか、この辺は

中学生もあまり考えたことがなく、質問をした時大体の子が

答えられません。「人の役に立つからその対価でお金が稼

げるんだよ。」と説明をしています。この時、説明者によって

は切り口が変わるので、その人に合った説明をして頂けれ

ばと思います。どんな答えでも中学生には初めての経験に

なりますので、すごく興味深く聞いてくれています。 

次の、仕事で大切な事はこの後職業体験に行くことを想

定して基本的なことを説明しています。まずは元気な挨拶、

約束を守る、感謝の気持ちを持つ、この３つが一番大切で

すと言います。何故学校で挨拶をしろとうるさく言われるの

か、それは社会に出た時に役に立つからだと説明します。

小中学生も、挨拶をすることがどのように繋がっていくのか

わからないので、この辺は先生から「説明して下さい。」と後

で追加されたものです。 

次はルールを守ることで、こちらは安全第一ということか

ら、「学校にも校則がありますよね。何のために校則を守る

のですか。」と、学校の校則と仕事のルールとをリンクさせ

て説明をします。そして約束を守ることは仕事で言えば、ア

ポイントを蹴飛ばしたり、納期を守らなかったり、急に法外

な値段を吹っ掛けたりすると仕事には繋がらなくなってしま

うので、人に迷惑をかけないために約束は仕事で重要にな

ってくると伝えました。 

それから感謝の気持ちを持つ、これは仕事をする意味

では、相手の困ったということの対価でお金を貰っていると

説明をしているので、おさらいをさせて頂いています。 

最後に、仕事で大切な事のまとめをもう一度言い直して、

元気な挨拶、約束を守る、感謝の気持ちを持つ、という当

たり前のことが仕事ではとても重要なのだと締めくくりをし、

みんなに伝えたい事として、今何を頑張らなければいけな

いのか、今やっていることがどのように繋がるのか、とリンク

をさせて「勉強や部活動、イベントや仕事体験というのを一

所懸命やって下さい。そして、皆さんゲームと違って仕事

はリセット出来ないよ。」と厳しいことも言いながら、「マイチ

ャレンジ笑顔あふれる職場体験を思いっきり楽しんできて

下さい。」ということで発表の方を終わらせています。説明

は１０分位ですが、５０分位生徒との質疑応答の時間を貰っ

て、先生を交え８０人対１人の対外形式でやるので、質問

や隣人と話をする形が、６年間青年会議所の職業出前講

座、マイチャレンジ事業という名前で学生に対してやってき

たことです。 

以上はあくまでも青年会議所での１例で、これから皆さんに

協力していただきたい事は、皆さんの職業を通じて、どう子

供たちに職業の楽しさや魅力というのを伝えて行くのか、と

いうことに尽きると思います。また、２月の亀山小学校の方

も私がプレゼンターとして参加しますので、こちらもどういっ

たことをやったのか報告させて頂きたいと思います。私の

方から皆さんに職業について質問させて頂いたり、場合に

よっては職場にお邪魔させて頂いて、皆さんがどういった仕

事をしているか見させて頂いて、それを子供達に伝えて行

きますので、ご協力の程よろしくお願いいたします。 

■出席報告        出席委員会  柳澤 正弘 君 

本日のプログラム 

2/2(木) 

月 初 会 

次回のプログラム 

2/9(木) 

内部卓話 

在籍　52名

例会日 出席義務 事前MU 事後MU 出席者 内免除者 欠席者 出席率 月間出席率

補正後　1月12日 49 3 0 47 1 0 100.00%

本日 　  1月 26日 49 3 - 42 1 5 90.00%

出席免除者3名（有資格者　2名　＋　有理由者　1名）

7月出席率 8月出席率 9月出席率10月出席率11月出席率12月出席率1月出席率 2月出席率 3月出席率 4月出席率 5月出席率 6月出席率

95.05% 93.39% 94.03% 8669% 91.91% 93.88%

※例会欠席はAM11:00までに必ずTEL.0285(84)2511 FAX.0285(84)2510 にて事務局までお知らせください。
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木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金
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会
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■月間予定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2月）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３月）


